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世界自然遺産「小笠原諸島」に関して 
 
１世界自然遺産登録による保全管理の進捗状況及び成果 
 小笠原諸島の保全管理については、世界自然遺産登録時に小笠原諸島管理計

画及び生態系保全アクションプランを策定し科学委員会及び地域連絡会議の検

証を受けながら、進めている結果着実に成果を出している状況です。 
 進め方としては、資料６－３の通りで、科学委員会、地域連絡会議及び各関

係機関の検討体制と各種計画の関係概念図をお示ししております。 
 管理計画の具体的な行動計画としての生態系保全アクションプランについて

の取り組みの一例をあげると外来種対策としてのノヤギ駆除に関しては東京都

が行っており兄島及び聟島においては登録前に全島駆除が完了し植生が回復し

ている状況で、現在は父島に生息している野ヤギの駆除を受け持っています。 
 また、同時に環境省は固有植物が多く残されている父島東平地域のノヤギ・

野ネコ防除柵を設置し地域内の希少植物の野ヤギによる捕食を防ぐとともに希

少鳥類のアカガシラカラスバトの野ネコによる被害を防止しています。 
 このように、関係行政機関が科学委員会の提言を受けながら、各対応策をア

クションプランのもとに進めていくことから着実に自然再生事業は進められて

います。 
 代表的な成果の例としては、先ほどの東平地域におけるノヤギ・野ネコ防除

柵によるアカガシラカラスバトの繁殖地の保護と野ネコ対策事業を進めてきた

ことから、登録前の時点では３０～４０羽程度しか生存していないと言われて

いた、絶滅危惧種のアカガシラカラスバトは対策を進めたこの 2 年間で劇的に

増加し、今年繁殖した若鳥につけた標識だけでも 27 羽に達し推定数でも 100 羽

を優に超している状況です。 
 反面、今までその数が少ないことからその姿を見た者がほとんどいなかった

希少鳥類のアカガシラカラスバトが、現在は集落内に出現するようになり車に

よるロードキルや住居のガラスに対するバードストライク等の事故も増え新た

な対応策を考える必要も出てきました。 
 
２世界自然遺産登録の意義 
 小笠原諸島が世界自然遺産に登録されたのは、海洋島という特殊な地形から

くる独自の生態系が評価され世界自然遺産に登録されたものですが、その特異

な生態系は同時に外来種に対し非常に脆弱なものでした。 
そのことから登録に向けての最初の課題は各種の外来種対策をどの様に進め

ていくかの検討に多くの時間を要し、科学委員会の提言を受けながら、具体的

なアクションプランを策定し対策を進めてきたところですが、結果、外来種を
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駆除することにより、先ほどの例のように劇的な回復を示すことになり、小笠

原の希少な生態系を後世に伝えることが可能になりました。 
世界自然遺産登録がなされなかったとしたら、小笠原の脆弱な自然は、近い

将来に失われたことは確実だったとも思います。 
 
３登録後の小笠原の現状 
 遺産登録後の小笠原は、他の遺産地域同様遺産登録効果による観光客の増は

ありました、観光客の経年変化は資料６－２に示した通りです。 
 小笠原の観光客数は登録前の対前年比 1.74 倍の増となっており、ほかの 3 地

域に比べて、登録による効果がそれほど顕著に反映されていないようにみえま

すが、これは小笠原への交通アクセスが小笠原丸という船舶しかなく所要時間

は片道 25 時間を要することと、その運航は週 1 便で小笠原に来るためには最低

でも 1 週間の休暇が必要となる遠隔地が原因だと思います 。 
しかも、その船舶の定員数は現在 768 人で生活路線も兼ねていることから、

来島する観光客数も物理的に制限されています。 
 小笠原村は観光としてのホエルウォッチングを日本で最初に取りいれた島で

あり、登録前よりマスツーリズム、エコツーリズムの検討にも取り組んできま

した。 
また、片道 25 時間の船の中で小笠原の自然の紹介、脆弱な自然環境への配慮

等を説明することにより、他地域に見られるような観光による自然破壊は起こ

っていません。 
 登録後の観光形態もガイドの案内により、小笠原の遺産価値を純粋に経験し

ていく熟年層及び外国人の利用増も見られ、これまでの若者主体の海洋レジャ

ーが中心だった形態から、山域の自然環境を体験するトレッキング等のメニュ

ーも多くなりました。 
 
４今後の課題 
① 交通アクセスの改善 

前述の説明のように、交通アクセスが小笠原丸だけの現状で生活路線も兼

ねているところから、住民の利用に著しく支障をきたし、２４年の夏場の

利用では、住民もキャンセル待ちの状況となっている。 
② エコツーリズムの改善検討 

遺産登録による観光形態の変化に対応するガイド業の育成から、新たな観

光メニューの創設 
③ 地元島民の意識改革を兼ねた環境教育の充実 

次世代教育を含めた環境教育を行い、自然遺産地域に居住する島民の意識
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を改革する。 
④ 新たな外来種の侵入・拡散の検討 

すでに島内に生息している外来種対策について様々な対策を行っている

ことから、観光客及び島民等による新たな外来種の侵入予防策を早急に構

築する必要性がある。 
⑤ 自然と共生した島の暮らしの実現 

当初の説明にあったように、自然再生事業を進めることにより島民の生活

区域内に希少動物が侵入してくる状況が想定される中で、小笠原の希少な

自然との共生は、小笠原の自然を保全するとともに、自らの生活基盤を保

証する行為でもあり持続性のある継続的な繁栄を目指す島づくりが現在

の小笠原に最も求められていることと思います。 
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平成２４年８月２４日 

小笠原村【産業観光課】 

 

    観光動向について 

 

 

１ 観光満足度調査結果（抜粋） 

（１）主要項目満足度 

項目 おがさわら丸 自然資源 おもてなし 食事 土産品 再来訪意向 推奨意向 総合満足度 

22年度  0.97  2.51  2.24  1.82  1.00 2.18  1.90  2.04 

23年度  0.69  2.38  2.15  1.71  0.87  1.91  1.78  1.83 

 差  -0.28  -0.13  -0.09  -0.11  -0.13  -0.27  -0.12  -0.21 

 

 （２）ツアー満足度 

項目 イルカクジラウオッチング  ダイビング ドルフ ィン スイミ ン グ カヤック 山・森トレッキング 島内観光 ナイトツアー 戦跡ツアー 南島観光 

22年度  2.12  2.14  2.27 2.47  2.18  1.90  1.99  2.00  2.32 

23年度  1.80  2.14  1.62  2.06  2.13  1.86  1.71  1.81  1.95 

 差  -0.32     0  -0.65  -0.41  -0.05  -0.04  -0.28  -0.19  -0.37 

 ＊加重平均 非常に満足 3点、満足 2点、やや満足 1点、普通 0点、やや不満－1点 

不満－2点、非常に不満－3点として平均値を算出 

 ＊アンケートは「普通」以上に評価する傾向があり、加重平均 2.00以上は高評価で、1.00以

上は普通からやや好評化と考えられる。 

 

  観光満足度調査については、平成 22 年度から平成 23 年度で満足度は低下

傾向となっているが、すべてがサービスの低下によるものではないと考えて

いる。 

  世界遺産登録以降に増加した客層として、高齢者や小笠原の状況をあまり

理解していない観光客の増加が指摘されている。これらの観光客が他の観光

地などとの比較で評価したり、情報不足により参加したツアーがミスマッチ

となって評価されたりということがあることを、今回の分析で指摘されてい

る。 
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２ おがさわら丸乗船数                      

（１）７～６月年度別 乗船者数（おがさわら丸）  

年

度 

種別 目的別 
合計（人） 観光 

一般 島民 観光 釣り ダイビング 仕事 帰島 研究 そ の 他 、 不 明  

19 19,863 4,002 10,678 653 2,763 3,864 4,112 638 1,157 23,865 15,251 

20 19,130 3,858 10,135 536 2,790 3,746 3,961 609 1,211 22,988 14,672 

21 19,565 3,891 10,333 451 2,400 4,740 3,871 475 1,186 23,456 14,370 

22 19,328 3,888 10,071 418 2,325 4,878 3,973 455 1,096 23,216 13,910 

23 29,336 3,933 17,977 582 2,978 4,515 4,067 522 2,628 33,269 24,165 

※村民の乗船数は種別欄の数字の方が正確。 

（２）月別観光客数（おがさわら丸） 
 

年 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 合計 

19 年 7 月～20 年 6 月 1,631 3,348 1,770 1,332 331 1,456  420 666 1,492 1,204 504 1,097 15,251 

20 年 7 月～21 年 6 月 1,821 3,368 1,492 980 322 1,455 361 678 1,337 916 989 953 14,672 

21 年 7 月～22 年 6 月 2,239 3,141 1,070 868 380 1,088 307 689 1,587 741 1,142 1,118 14,370 

22 年 7 月～23 年 6 月 1,787 3,055 1,477 888 332 833 416 746 1,037 1,192 686 1,461 13,910 

23 年 7 月～24 年 6 月 2,268 3,590 2,485 1,626 1,368 1,732 708 1,491 3,247 2,236 1,297 2,117 24,165 

 ＊23 年度との比較 対 19 年度 1.58 倍 対 22 年度 1.74 倍 

 

３ 観光船（クルーズ船）乗船数 

船名 入港日 出港日 乗客数 

ぱしふぃっくびいなす       4月 30日 ２４４ 

ふじ丸 8 月 18日 8 月 19日 ５６０ 

ぱしふぃっくびいなす 8 月 22日 8 月 23日 ５０１ 

にっぽん丸 9 月 17日時化で下船なし ― 

にっぽん丸 10月 16日 ３６９ 

きそ 12月 29日 1 月 1日 ７１５ 

ぱしふぃっくびいなす 3 月 4日 3 月 5日 ３０７ 

にっぽん丸       3月 8日 ３７１ 

ふじ丸 3 月 9日 3 月 10日 ３０６ 

ぱしふぃっくびいなす 3 月 11日 ４５０ 

にっぽん丸 3 月 13日 3 月 14日 ３６２ 

ぱしふぃっくびいなす 3 月 17日 ４５７ 

ふじ丸 3 月 21日 ２１１ 

ふじ丸 3 月 26日 3 月 27日 ３６３ 

ぱしふぃっくびいなす 3 月 29日 3 月 30日 ４３０ 

平成２３年度 合計 14艘（延べ 22日）   5,646人 

 平成 11年度 10艘 4465人、平成 21年度 5艘 2044人、平成 22年度 2艘 658人 

平成２４年度予定 30艘（延べ 51日）予定 8月末現在 15艘 5,912人 

 



 
 

                                                                                    

  

 

 

 

＜検討体制＞ ＜管理に関する計画＞ 

科学委員会 

種間相互作用WG 

管理計画 

生態系保全アクションプラン 
横断的課題の 
検討を要請 

■検討体制及び各種計画の関係概念図 

 

相互に連携 

基づくもの 
 

※本図の記載は例示であり、今後検討が想定されるものを含む 

 
検討組織※ 

計画※ 

植栽を検討するにあたっての考え方 植栽に関する WG（終了） 

・課題への基本 
方針の提示 

・個別事業・計画 
への助言 

反映・ 
位置づけ 

 

 

 

 

 

父島ﾉﾔｷﾞ排除検討委員会 

 

  

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

地域連絡会議 

環境省 

林野庁 

東京都 

小笠原村 

小笠原自然保護官事務所 

保全ｾﾝﾀｰ・国有林課 

小笠原支庁 

小笠原村 

 民間団体 

保護増殖事業検討会 
（植物・ハト・昆虫） 

森林生態系保護地域 
保全管理委員会 

海面利用協議会 

小笠原のネコに関す
る連絡会議 

エコツーリズム協議会 

ネコ対策計画 
（仮称） 

侵入防止柵 
設置計画 

保全管理計画 

保護増殖事業計画 

（
内
地
） 

（
現
地
） 

エコツーリズム推進マスタープラン 
参画 

父島ノヤギ排除計画 

父島ｵｵｺｳﾓﾘ保全計画

（仮称） 父島ｵｵｺｳﾓﾘ検討会（仮称）

民間団体 民間団体 

地域課題検討WG 

公共事業における 

環境配慮指針（改訂） 
遺産保全会議（都庁内） 

部会…→ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝWG 

ガイドライン（H24 作成予定） 

外来種侵入防止 WG 外来種侵入防止計画（仮称） 

海域 WG 反映 

反映 

 
東平ノヤギ・ノネコ排除
区設置に関する検討会 

 地域アクションプラン（仮称） 
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